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研究成果の概要（和文）：　本研究は、映画観客像の変容を歴史的・社会的文脈に照らし合わせながら解明することを
目的としてきた。具体的には、「民衆」「大衆」「国民」「皇民」「市民」といった、近代日本の社会主体を指すもの
として使用されてきた概念・カテゴリーを切り口にしながら、それらとの関連で映画観客がどのように規定されたり問
題にされたりしてきたかを検討した。この成果の一部は、共著書『「戦後」日本映画論』（2012年）、共著書Oxford H
andbook of Japanese Cinema (2014年)、学術雑誌『JunCture 超域的日本研究』5号（2014年）などで発表した。

研究成果の概要（英文）：This project has aimed to disclose how the images of film audiences have changed 
in the social and historical contexts. More specifically, it pays attention to the concepts and 
categories such as "the people," "the masses," "the national," "the Imperial," and "citizens" that each 
designate certain social subjects, and in so doing, I have analyzed how film audiences have been defined 
in these terms.
Parts of this project have been published in the anthologies, A Study of "Postwar" Japanese Cinema: 
Reading the 1950s (2012) and Oxford Handbook of Japanese Cinema (2014) as well as journals such as 
Mecademia (2013) and JunCture (2014).
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１．研究開始当初の背景 
	
 映画観客像の変容を歴史的・社会的文脈
に照らし合わせながら解明することを目的
とした背景には、主として二つの問題があ
った。 
	
 第１に、近年少しずつ映画の受容に関す
る研究は増えつつあったが（例えば、日本
映画研究に関して言えば、古川隆久『戦時
下の日本映画』（2003年）、加藤幹郎『映
画館と観客の文化史』（2005年）、吉見俊
哉他編著『日本映画は生きている	
 第 3巻	
 
観る人、作る人、掛ける人』（2010年）、
藤木秀朗編著『日本映画叢書	
 第 14巻	
 観
客へのアプローチ』（2011年））が、本研
究が目指すような、社会主体の概念との関
連で観客を捉えようとする研究はほとんど
なかった。むしろ、依然として「大衆」や
「民衆」がいつの時代にも映画観客を代表
しているかのように素朴に前提にしている
場合が多かった。海外では、日本映画の研
究と（日本映画以外の）映画受容研究は非
常に発達しており、その文献は枚挙に暇が
ないが、日本での映画受容の研究となると
皆無に等しいという状況であった。 
	
 第 2に、民衆論、大衆論、市民論、国民
論に関しては、確かに歴史学や社会学に膨
大な蓄積があり、それらの研究には 2つの
傾向が認められた。１つは、民衆、大衆、
市民、国民といった社会主体の歴史的・社
会的な意味や性格を突き止めようとするも
の。もう１つは、そうした社会主体そのも
のを探究するというよりは、言説上で意味
付けられたそれらの概念を分析しようとす
るものである。しかし、後者について言え
ば、先行研究はそれほど多くはない。とは
いえ、近年、1960 年代・70 年代に歴史学
でブームとなった民衆論を再検討する動き
があり（例えば、キャロル・グラック『歴
史で考える』（2007年）、ひろたまさき「パ
ンドラの箱――民衆思想史研究の課題」
（2006年））、また思想史的に社会主体の
概念をとらえ直そうという試みが出てきて
おり（例えば、Simon Andrew Avenell, Making 
Japanese Citizens: Civil Society and the 
Mythology of the Shimin in Postwar Japan, 
2010）、本研究では、これらの先行研究の
成果を参考にした。 
	
 本研究は、こうした問題を背景に着想を得
て取り組もうとするものであった。 
	
 また、2007〜2008 年度の科学研究費補助
金研究「映画を媒介とした消費と教育の史的
関係――戦前期日本」および 2009〜2011年
度「映画を媒介にした消費と教育の史的関係
――戦前期から占領期へ」を継承・発展させ
たプロジェクトであったことも付け加えて
おきたい。 
 
２．研究の目的 
	
 こうした問題意識を背景として、本研究は、
「民衆」や「大衆」といった概念が特定の

時代に流行語となったことに注目し、それ
ぞれの概念がその時代にどのような言説を
通して流通し、どのような意味が付与され
たのか。そして、その時代に映画観客がそ
うした概念と同一視されていたことにはど
のような歴史的・社会的な意味合いがある
のかを分析することを一つの目的とした。
また、先行研究で見過ごされてきた映像メ
ディアの受容者、とくに映画の受容者と社
会主体との関係に焦点を当て、映画観客と
の関係から社会主体の創造・想像の問題を
捉え直すことをもう１つの大きな狙いとし
た。 
	
 より具体的には、（１）それぞれの時代の
多様な言説においてどのような映画観客像
が想像されてきたのかを分析すること、そ
して（２）その分析を通して、社会主体と
いうものがどのように考えられてきたのか
を考察することを目指した。 
 
３．研究の方法 
	
 上記の目的を達成するために、「民衆」「大
衆」「国民」「皇民」「市民」といった、近代
日本の社会主体を指すものとして使用され
てきた概念・カテゴリーを切り口にしなが
ら、それらとの関連で映画観客がどのよう
に規定されたり問題にされたりしてきたか
を検討した。 
	
 さらに具体的に言えば、主として４つの
方法を採用した。 
	
 第１に、政府関係者による言説を調査・
収集し、分析を進めた。例えば、戦前につ
いては文部省関係者をはじめとする教育関
係者の調査報告や言説を調査・分析した。政
府機関は、何を目的に、映画観客や民衆娯楽
の受容者を調査しようとしたのか。彼らは、
消費、教育、娯楽の三者関係をどのようにと
らえ、民主という考え方と社会統制のバラン
スをとろうとしていたのか。こうした観点か
ら分析を行った。戦後については、政府関係
者の関わりが比較的少なくなるが、戦後の文
化政策に関わる言説を収集し考察を行った。 
	
 第 2に、知識人による見解・指導を検証し
た。映画観客、「民衆」、「大衆」、「国民」、「皇
民」については、政府関係者以外に、教育関
係者、社会学や美学の研究者、そして映画批
評家・文化批評家などさまざまな立場の知識
人たちが発言をしてきた。そうした発言は、
映画をめぐる社会のあり方について一定の
認識をもたらすとともに、その見解の相違は
社会的な軋轢をも示していた。知識人の社会
的役割や立場の違いを考慮しながら、その
数々の言説を分析した。 
	
 第３に、1930年代後半から 1940年代にか
けては、「国民」「皇民」「大衆」と映画観客
の関係づけのされ方について考察するため
に、狭い意味での日本国内（当時の言葉で言
う「内地」）流通した書籍・雑誌・新聞だけ
でなく、帝国日本で流通したとされる刊行物
も調査し、関連する言説を収集・分析した。



また、戦前と戦後の関係性を考えるために、
両時代における「大衆」「国民」に関する言
説の比較分析を行って来た。	
 
	
 第４に、「市民」については、他者から規
定されがちな「民衆」や「大衆」と違って、
自らを「市民」として規定する場合が多い
ところから、「市民」概念の歴史的系譜を調
査しつつ、「市民」を自ら名乗る人たちの言
説と活動を調査し分析を行った。そのため、
調査・分析は、書籍や雑誌だけでなく、ミ
ニコミ、ニュースレター、チラシ・ポスタ
ー、ウェブサイトなどにも及んだ。また、
市民による自主上映会に足を運んでフィー
ルドワークを行ったり、そうした場で上映
される映画の監督にインタビューを行った
りした。 
	
 	
 
４．研究成果	
 
	
 主たる研究成果は、以下の 3つの主題に分
けて発表してきた。	
 
	
 第１に、1920 年代から 1940 年代前半にか
けての「民衆」と映画観客との結びつきにつ
いて検討した成果がある。すなわち、大正デ
モクラシー期から総動員体制期にかけての
文部省関連の機関誌や書籍、および観客を扱
った批評家や研究者の記事・書籍を調査・分
析し、そこで映画観客が「民衆」と結びつけ
られながら、民衆観客の主体性が総動員とい
う考え方に包摂されていく過程を明らかに
した。映画観客と同一視されて理想化された
「民衆」は、決して中立的・客観的な意味と
して規定されたわけではなく、むしろその時
代の風潮との兼ね合いから理想化され、戦時
期には「国民」として統合されようとした。
しかし、その一方でその概念をめぐって矛盾
や葛藤も様々に生じていた。こうした状況を
浮かび上がらせたのが「民衆」に関するプロ
ジェクトの成果である。これについては、図
書③で発表している。またここでの成果を図
書②にも取り入れている。	
 
	
 第 2 に、1930 年代から 1950 年代に至る「大
衆」と映画観客との結びつきについて考察し
た成果がある。1930 年代、それまで主流の呼
称だった「民衆」に代わって「大衆」という
言葉が広く使われ、映画観客はこの概念と結
びつけられて言及されることが多くなった。
しかし、この概念は誰もが同一の意味で使用
していたわけではなかった。すわなち、戦前
は「大衆モダニズム」、マルクス主義、国家
主義の各立場から、戦後は「思想の科学研究
会」、社会心理学、マス・コミュイケーショ
ン論、大衆社会論などの立場から様々に論じ
られながら、一定程度の多義的な意味を含み
つつ、歴史的な文脈の中で意味を変容させて
いった。本研究はその過程を明らかにしたも
のである。その成果は、図書②で発表してい
る。	
 
	
 第３に、東日本大震災における福島第一原
子力発電所の事故以後の市民運動の興隆と
「市民」による映画上映の関係性について考

察した成果がある。ここでは、「市民」概念
の歴史的変容やこの概念をめぐる意味付け
の軋轢を辿りつつ、現在の「市民」概念が自
己決定性にもとづいた開放的な側面がある
一方で、排他的・閉鎖的な意味合いをもたせ
て使用される場合があるという矛盾を内包
したものであることを明らかにした。また、
これに関連させる形で、「市民」による自主
上映がソーシャル・メディア、ミニコミ、DVD、
書籍など他のさまざまなメディアをも連関
させながら、親密性と公共性が複雑に組み合
わさったコミュニティのネットワークを構
築しつつある状況を示した。この成果は、雑
誌論文①、学会発表③〜⑧、図書⑤で発表し
ている。また関連した研究を学会発表①でも
発表している。	
 
	
 加えて、観客や受容に関する全般的な研究
成果は、雑誌論文②や図書④にも生かされて
いる。	
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